
「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
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宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
10
月
31
日
で
、
当
選

者
は
12
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
9
月
号
の
答
え
】

【
8
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.197)（No.197)
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①
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野
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寿
子
さ
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延
岡
市
）

斉
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由
香
さ
ん（
宮
崎
市
）

北
添　

尚
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

横
山　

節
美
さ
ん（
宮
崎
市
）

佐
藤　

清
乃
さ
ん（
宮
崎
市
）

次
の
慣
用
表
現
の（　
　

）に
は
、体
に
関
す
る

言
葉
が
は
い
り
ま
す
。意
味
を
参
考
に
し
て
、

あ
と
の
語
群
か
ら
さ
が
し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
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心
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崎
医
療
生
協
の
日
髙
理
事
長
が
組
合
員
さ
ん
へ
呼
び
か
け

宮
崎
医
療
生
協
は
、
10
月
か
ら
始
ま

る
月
間
に
向
け
て
、
理
事
長
が
組
合
員

さ
ん
に
語
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
す
べ
て
の
支
部
で
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
、
宮
崎
医
療
生
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
配
信
も
し
て
い
ま

す
。次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

医
療
生
協
の
日
髙
で
す
。
今
年
に
入

っ
て
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
、
一
時
期
落
ち
着
い
た
様
に
み
え

ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
さ

ら
に
勢
い
を
増
し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
医
療
生
協
の
職
員
、
組
合
員
さ
ん

の
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
に
長
き
に
わ
た
っ

て
の
こ
の
感
染
症
へ
の
奮
闘
、
新
し
い
生

活
の
継
続
の
中
で
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

感
染
の
広
が
り
は
、
わ
た
し
た
ち
の

生
活
に
於
い
て
、
３
密
の
防
止
、
移
動
・

事
業
の
自
粛
が
強
い
ら
れ
、
周
り
の
人

と
の
交
流
も
減
り
、
一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
る
環
境
が
出
て
き
て
、
生
活

が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
「
効

率
化
」
を
要
求
さ
れ
、
診
療
・
介
護
報

酬
削
減
で
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
な
い
と
維
持
で
き
な
い
環

境
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
受
診

や
利
用
の
差
し
控
え
が
広
が
り
、
医
療
・

介
護
事
業
所
も
大
打
撃
を
受
け
て
い
ま

す
。「
無
駄
を
削
れ
」
と
減
ら
さ
れ
た
保

健
所
が
、
日
々
の
業
務
を
何
と
か
こ
な

し
て
い
た
と
こ
ろ
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
一
手

に
押
し
つ
け
ら
れ
、
公
衆
衛
生
の
崩
壊

も
現
れ
ま
し
た
。
学
校
一
斉
休
校
で
の
損

失
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
環
境
の
変
化
を
受
け
、
こ
れ
か

ら
先
は
、「
人
間
ら
し
く
生
き
る
」、「
教

育
を
受
け
る
」、
そ
し
て
「
働
く
権
利

を
守
る
」
新
し
い
社
会
が
本
当
に
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
歴
史

を
規
定
す
る
大
き
な
要
因
は
、
生
命
の

生
産
と
再
生
産
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
浮
き

彫
り
に
し
た
の
は
、
人
間
そ
の
も
の
の

生
産
と
資
本
的
利
潤
追
求
と
の
矛
盾
が

際
立
っ
た
こ
と
。
人
々
の
生
き
や
す
い
環

境
を
作
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
が
、

認
識
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
年
の
強
化
月
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
第
３
波
と
と
も
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
と
共
存
す
る
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う

に
組
合
員
さ
ん
活
動
を
継
続
・
発
展
さ

せ
る
の
か
、
私
た
ち
は
歴
史
に
試
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。①「
集
い
」「
見
守
り
」「
助

け
合
う
」
活
動
の
機
能
の
中
で
サ
ロ
ン
や

健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
居
場
所
づ
く
り
、②
多
彩
な
班
会
や

組
合
員
さ
ん
の
訪
問
活
動
を
安
心
し
て

行
え
る
方
法
、③
コ
ロ
ナ
で
困
難
を
抱
え

る
事
業
所
の
医
療
・
介
護
・
経
営
を
守

る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
い
い
か
な
ど
、

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

経
済
成
長
ば
か
り
を
求
め
よ
う
と
し

て
い
る
今
の
時
代
に
お
い
て
、
人
と
人
と

の
交
流
が
分
断
さ
れ
、
地
域
の
支
え
合

い
が
縮
小
す
る
中
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
感

染
の
広
が
り
は
、
人
と
人
と
の
接
触
を

さ
ら
に
減
ら
す
環
境
が
今
は
出
て
き
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
交
流
が
途

絶
え
、
閉
じ
こ
も
り
の
生
活
を
強
い
ら

れ
、
健
康
や
生
活
に
対
し
て
の
不
安
を

お
持
ち
な
方
が
さ
ら
に
増
え
て
き
て
い

る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
感
染
予

防
に
注
意
し
て
「
気
に
な
る
利
用
者
さ

ん
、
組
合
員
さ
ん
、
地
域
の
方
々
」
の

訪
問
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。
困
っ
て
い
る

方
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
支
え

合
い
、
寄
り
添
う
人
を
求
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
人
権
の
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し

ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
一
人
で
は
対
応
は
困
難
で

す
。
地
域
の
福
祉
の
力
を
つ
け
る
た
め

に
も
、
よ
り
多
く
の
組
合
員
さ
ん
と
連

携
を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。
支
部
と
と
も
に
事
業
所
で
も

私
た
ち
の
こ
の
理
念
を
実
現
す
る
仲
間

た
ち
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
無
料
低
額
診
療
を
お
こ
な

っ
て
い
る
医
療
生
協
の
事
業
所
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。「
ま
ず
診
る
」「
支
援

す
る
」
そ
し
て
「
何
と
か
す
る
」
事
業

所
の
地
域
で
の
存
在
意
義
を
改
め
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
人
権
を
守
る
事
、
人
の
命

と
健
康
、
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
る
事

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
ほ
ど
政
治
の
在
り
方
が
問

わ
れ
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
国

や
自
治
体
に
公
的
責
任
を
求
め
る
声
を

上
げ
る
事
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、「
公
共
」
と
い
う
言

葉
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。
希
望
を
も
っ
て
生
き
る
た
め
の

新
し
い
連
帯
も
広
が
り
ま
し
た
。「
一
人

ひ
と
り
の
関
係
性
」「
つ
な
が
る
力
」
を

改
め
て
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

多
く
の
組
合
員
さ
ん
と
職
員
の
力
で
、

宮
崎
医
療
生
協
の
事
業
を
大
き
く
前
進

さ
せ
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
宮

崎
」
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

七
月
の
初
め
県
外
在

住
の
長
男
よ
り
「
今
年

の
お
盆
は
帰
っ
て
こ
よ
う

か
？
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。「
今
年
は
特
別
な

年
（
初
盆
と
か
法
事
）

で
は
な
い
か
ら
帰
っ
て

来
な
く
て
い
い
よ
」
と

私
。「
今
年
は
特
別
な

年
（
コ
ロ
ナ
）
だ
か
ら

帰
る
の
は
止
め
て
お
く

よ
」
と
長
男
。
同
じ
年

な
の
に
見
方
に
よ
っ
て
特

別
な
年
で
あ
っ
た
り
な

か
っ
た
り
・
・
・
▼
そ
れ

は
さ
て
お
き
、
今
年
の

夏
、
私
は
軽
い
熱
中
症

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
八

月
の
暑
い
日
、
畑
仕
事

を
し
て
大
量
の
汗
を
か

い
た
後
、①
体
全
体
が
だ

る
く
な
り
、②
声
が
か
す

れ
、③
手
足
が
痙
攣
を
起

こ
し
た
の
で
あ
る
。
大

事
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
症
状
が
出
た
ら
早

目
の
対
処
が
必
要
だ
と

思
う
。
参
考
に
し
て
欲

し
い
▼
今
年
は
特
別
な

年
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
全
て
の

人
が
行
動
に
何
ら
か
の

制
限
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
冬
で

の
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
が
心

配
さ
れ
て
い
る
が
、
未

だ
ワ
ク
チ
ン
、
治
療
薬

は
で
き
て
い
な
い
。
薬
が

で
き
る
ま
で
は
コ
ロ
ナ
は

終
息
し
な
い
で
あ
ろ
う

か
ら
、
今
が
我
々
の
我

慢
の
し
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
皆
で
何

と
か
乗
り
超
え
て
い
き

た
い
も
の
だ
。  

（
Ｈ
・
Ｏ
）

体
温
計

宮崎県が7月26日に発令した「感染拡大緊
急警報」後、宮崎医療生協は感染の拡大と予防
のため、8月9月は班会をはじめ、健康チェック
やグラウンドゴルフ、組合員のつどいなど楽し
い行事の自粛を組合員さんにお願いしました。
班の仲間、組合員同士との交流ができなく、不
便な生活を過ごされていることと思います。
毎年10月11月は、生協運動を広める強化月
間です。『消費生活協同組合法』が1985年に
成立し同年10月1日に施行されました。これを
記念して日本医療福祉生協連では、この２ヶ月
は生協を広める月間と位置づけて組合員活動
に取り組んでいます。

＜月間の目標＞
宮崎医療生協の組合員数は48,215名（8月末現在）です。コロナ禍の中でも組合
員さんは増えています。月間中に「700名の仲間増やし」「出資金増資1,372万円」
「班会開催202回」「11の新班」を目指します。グラウンドゴルフ大会、公民館での
健康チェックやミニ演芸会など、楽しい企画を通して医療生協の魅力を地域に広げ
ます。毎年秋に開催の『宮崎生協病院健康まつり』は、多数の来場者による3密（密
閉、密集、密接）を防ぐため中止となりました。
＜健康づくりの取り組み＞
減塩を意識づける月間として、班会で測定した尿中塩分チェックの数値が、班全
員6ｇ以下の優秀班を表彰します。医療生協ウォーキングやコープみやざきとの共催
の生協いきいきウォーキングはコロナウイルス感染予防のため中止となりました。
＜まちづくりの取り組み＞
地域を訪問して、医療や暮らしなどコロナ禍の中で健康に関する不安、生活で困
ったことなどの情報を集め、医療生協としてのまちづくりに取り組んでいきます。

組合員のみなさんにメッセージを語る
日髙明義理事長

組合員のみなさんにメッセージを語る
日髙明義理事長

コープみやざき財光寺店での
健康チェック

コープみやざき財光寺店での
健康チェック

川上班会（北2支部）川上班会（北2支部）
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療
生
協
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療療療療
生生生生
協協
のののの

医医医医
療療療
生
療
生生生
協協協
の
協
ののの

療療
医
療
生
協
の

療
医

協
の

生

医
療
生
協
の
事
業
を
さ
ら
に
大
き
く

医
療
生
協
の
事
業
を
さ
ら
に
大
き
く

医
療
生
協
の
事
業
を
さ
ら
に
大
き
く

循環器内科（遠藤･中島・柳田・坂口）、消化器内科（古谷・眞川）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、
内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、透析外来（眞川）、外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡・松田・黒木）、
小児科（山元･上野･愛甲･久保）、初期研修医（井上奈津子・井上三保子・山下・佐藤）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）（受付13：30～）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

交替制

第1･3･5週
交替制

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

浜　田

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

坂　口

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

中　島

遠　藤

柳　田

坂　口

1週：－
2週：中島
3週：－
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

宮崎市大島町天神前1171

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

松　田

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

交替制

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元
葉　山
又は
黒　木

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～14：30
交替制

14：30～17：00
小　牧

14：00～16:00

眞　川
（第4週は休診）

交替制

小　澤

交替制

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

14：00～16:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高橋聡

高橋聡

高橋聡

高橋聡

交替制
高橋聡

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第2土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）
高橋聡

17：00～19：00
（受付18：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

透析外来
眞　川
（附属棟）

内科・外科 ☎0985（24）6877　小児科 ☎0985（24）6575　健康診断科 ☎0985（24）6566
居宅介護支援事業所 ☎0985（24）6545　  訪問看護ステーション ☎0985（24）6531

三　宅

8：30～10:00

第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前 午　後
15：00～18：00
（受付17：40）まで

休　診
（訪問診療）

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

高　田

高　田

休　診
（訪問診療）

宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538
☎0985（24）6545

・居宅介護支援事業所

☎0985（23）7728
☎0985（24）6531

・訪問看護ステーション

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる



■新規加入者  ７２名（8/1～8/31）
■出 資 金  ６億２,３７３万円
■班　　　数  ２９６班

今、宮崎医療生協は 2020年8月末現在

■総組合員数  ４８,２１５ 名
■平均出資金  １２,９３７ 円
■                ２０,０２６ 部おげんきですか
手配り配布数

9月号に引き続き、『原水爆禁止世界大会』オンライン研修に参加しての感想
核兵器で被爆された人の多さを

知り、核兵器の恐ろしさを学びま
した。世界では今でも核兵器を保
有している国の多さに驚きまし
た。被爆者への医療保障は原爆投
下後、約10年経過してできたこ
とを知り、早くに保障が開始され
ていれば被爆で亡くなる人は少な
かったのではと思いました。反戦
運動を行い、医療や介護に税金を
使ってほしいと思います。　

（研修医）

技術の進歩に伴い、原爆の威力も増
してきているが、もしハッキングされ
れば自国が被害を受け、多くの人に被
害を与えます。核兵器廃絶のために

は、多くの国が立ちあがらなけれ
ばならないことが分かりま
した。最近、原爆につい
て学ぶ場がなかったの
で、今日を機会に再度
深めて行きたいと思
います。   （看護師）

核兵器は多くの命を奪うものだ
から、世界からなくして欲しいで
す。被爆された方、その家族が今
なお苦しんでいることを知り、少
しでも不安を除けるように医療や
保障を受けられる世の中になって
欲しいと思いました。私たちは同
じことを繰り返さないように、政
治に関心を持つことも必要だと感
じました。　　　　　（看護師）

世界中の多くの人々のスピーチを聞
くことができて、原爆や核兵器の廃
絶、平和への願いは間違ったものでも
肩身の狭い思いをするものでもなく、
命を守るべき医療従事者として正し
い願いだと認識することがで
きました。被爆国の日本だ
けでなく、各国で核兵器
廃絶を訴える人がたく
さんいることを知っ
て、励みになりまし
た。　　　（研修医）

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

中
央
支
部
で

は
毎
月
1
日
に
、

「
お
げ
ん
き
で
す

か
」
に
〝
和
知
川

原
ク
リ
ニ
ッ
ク

ニ
ュ
ー
ス
〞を
折

り
込
み
、
12
名
の
手
配
り
さ
ん
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
中
心
に
な
っ

て
活
動
さ
れ
て
い
る
の
が
、
若
松
芙
美
代

さ
ん
で
す
。

若
松
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
家
族
の
健
康

を
考
え
て
料
理
や
運
動
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
メ
ダ
カ
の
飼
育
も
か
す

か
な
楽
し
み
だ
と
の
こ
と
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍

で
大
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
に
も
行
け
ず
寂
し
い

で
す
が
、早
く
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き
て
、

み
ん
な
と
大
声
で
笑
い
あ
え
る
日
が
来
る
こ

と
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
中
央
支
部
長　

児
玉
チ
ト
シ
）

杉
村
紀
代
さ
ん
（
佐
土
原
支
部
）

〈
短
歌
〉

散
髪
に
行
け
ぬ
孫
ら
の
伸
び
し
髪

オ
ン
ラ
イ
ン
帰
省
の
画
面
の
な
か
に

ま
っ
す
ぐ
に
目
を
見
て
話
す
若
き
外
科
医

ま
ぶ
し
そ
の
手
に
わ
れ
を
託
さ
ん

母
よ
り
も
20
を
超
え
し
誕
生
日

姉
に
な
り
て
も
今
も
母
の
子

み ん な の 声
◎暑い中、「おげんきですか」を一軒一軒配布されている方、本当に
ありがたく感謝の気持ちでいっぱいです。（宮崎市Ｎさん女性）

◎コロナの影響で先も見えず不安ばかりです。理事長の力強いお
言葉に、終息することを願います。　　　（宮崎市Ｏさん女性）

今
年
の
支
部
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
書
面
議
決
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
46
名
の
組
合
員
さ
ん
が
す
べ
て

の
議
案
に
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ご
意
見
の
中
に
は
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
で
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
」「
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
の
要
望
」
な

ど
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
活
動
へ
の
関

心
と
期
待
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

小
松
支
部
は
、
2
0
0
3
年
に
西
部
支

部
よ
り
分
割
、
発
足
し
て
今
年
17
年
目
に

な
り
ま
す
。
生
目
・
小
松
地
区
の
世
帯
数

は
7
8
6
4
戸
、
そ
の
内
24
％
が
組
合
員

で
す
。
機
関
紙「
お

げ
ん
き
で
す
か
」

を
47
％
世
帯
に
お

届
け
で
き
、
地
域

の
手
配
り
さ
ん
の

ご
協
力
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
活
動
で
は
発

足
当
時
よ
り
、
青

空
・
ま
ち
か
ど
・

公
民
館
で
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま

す
。「
宮
崎
医
療

生
協
の
保
健
予
防

活
動
を
小
松
地
域

の
多
く
の
方
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
各
自
治
会

会
長
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
生
協
病
院
の
特

徴
と
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
活
動
に
つ
い

て
話
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
ほ
と

ん
ど
の
自
治
会
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
案
内

を
回
覧
板
で
廻
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
仲
間
増
や
し
や
担
い
手
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
料
理
教
室
や
終
活

講
話
な
ど
の
保
健
学
校
、
バ
ス
ハ
イ
ク
は

好
評
で
73
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は

「
ウ
ン
知
育
教
室
」「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
教
室
」「
歩
こ
う
会
」
な
ど
の

楽
し
い
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
感
染
予
防
の
対
策
と
健
康
自

己
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
診
断
で
自
身
の
体
を

守
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
元
気
で
明

る
く
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
健
康
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。（
運
営
委
員　

立
川
沢
子
）

「
さ
く
ら
班
は
」、
２
０
０
２
年
に
結
成

さ
れ
た
延
岡
市
の
南
部
地
域
で
の
中
心
と

な
る
班
で
す
。
班
結
成
当
初
か
ら
健
康
づ

く
り
活
動
に
は
と
く
に
熱
心
で
、
塩
分
チ

ェ
ッ
ク
で
は
参
加
者
全
員
が
ほ
と
ん
ど
毎

回
６
㌘
以
下
。
宮
崎
医
療
生
協
が
行
う
減

塩
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
歯
ブ
ラ
シ
受
賞
の
常

連
班
で
す
。
２
０
１
７
年
５
月
に
は
医
福

連
本
部
か
ら
の
取
材
も
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
年
に
1
回
の

便
潜
血
チ
ェ
ッ
ク

の
ほ
か
骨
密
度
、

血
管
年
齢
の
チ
ェ

ッ
ク
等
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
く
ら
班
の
皆

さ
ん
は
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
熱
心
で
、

延
岡
市
の

特
別
養
護

老
人
ホ
ー

ム
「
水
名

荘
」
の
介

護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に

は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
班
「
ひ
ま
わ
り
会
」
を
立
ち
上
げ

て
20
数
年
間
活
動
を
続
け
、
最
近
で
は
毎

週
月
曜
班
と
火
曜
班
に
分
か
れ
て
数
名
の

組
合
員
さ
ん
が

参
加
し
大
変
感

謝
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か

ら
は
支
部
運
営

委
員
会
に
新
た

に
２
名
の
運
営

委
員
さ
ん
を
送

り
出
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

支
部
活
動
の
紹
介

支
部
活
動
の
紹
介

支
部
活
動
の
紹
介

●
小
松
支
部
●●●
部部部
●
部
●

松松
支支

小小小
松
小
松

●●●●●
小
松
支
部
●

班
活
動
の
紹
介

さ
く
ら
班
（
県
北
支
部
）

さ
く
ら
班
（
県
北
支
部
）

さ
く
ら
班
（
県
北
支
部
）

柏原での健康チェック柏原での健康チェック

保健学校　料理実習保健学校　料理実習

班会のたびにおこなう
塩分チェックには特別な関心を！

班会のたびにおこなう
塩分チェックには特別な関心を！

ボランティア「ひまわり会」皆さん
会員は年ごとに入れ替わっています
ボランティア「ひまわり会」皆さん
会員は年ごとに入れ替わっています

年に一度の
便潜血チェック風景
年に一度の

便潜血チェック風景

2
0
2
0
年
9
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
9
月
11
日
開
催
）

①8月度の組合員増やしは72名（目標106名）、出資金増資は720
万円（目標370万円）班づくり0班、班会開催1回。医療生協アン
ケートでは、「保険料が高い」「買い物、掃除に困っている」など
の意見が7支部66件から寄せられた。また「秋の医療生協強化
月間」方針の説明、各支部からのコロナ禍での取り組みなどの意
見交換。
②平和と社会保障を守る取り組みについて「新型コロナウィルス感
染症による雇用情勢悪化に伴う生活保護申請増加」、「８月前半
の県内の熱中症患者150人搬送」等が報告。また「新型コロナウ
ィルス感染症」について地域の状況や支部活動状況についても
報告。
③7月の法人の経常利益は1,185万円（予算比130.5％）の到達。
宮崎生協病院の「経営状況」、「透析と小児科の利用状況につ
いて」毎回理事会で報告。
④新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を念頭に「特別な
状況において理事会へ出席することが困難な場合は書面での
出席」。
⑤「宮崎生協病院の新型コロナウィルス感染症緊急包括支援事
業」についての経過報告と改修工事の提案。「宮崎県との交渉
経過」「宮崎市における新型コロナウィルス感染症保険適用」
「新型コロナウィルス感染症包括支援事業に掛かる改修工事」
における業者の選択や見積もりについて意見交換。

以上、異議なく承認・可決。

＜審議・決定事項＞
『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
坂
口
亮
介
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
坂
口
亮
介
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
坂
口
亮
介
医
師
で
す

循
環
器
内
科
の

坂
口
亮
介
と
申
し

ま
す
。
7
月
か
ら

宮
崎
生
協
病
院
に

赴
任
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
か
ら

5
年
目
ま
で
生
協
病
院
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
２
年
間
ほ
ど
長
野

の
病
院
で
循
環
器
内
科
の
研
修
を
行
い
、

虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
）

に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
や
、
不
整
脈

に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

治
療
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

不
整
脈
は
、
か
つ
て
内
服
薬
で
発
作
が

出
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
し
た
が
、

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
の
登
場
に
よ
り
、

根
治
を
目
指
せ
る
疾
患
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
心
房
細
動
に
対
す
る
治
療
は
、
後
に

起
こ
る
心
不
全
の
予
後
を
良
く
す
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
学
ん
で
き
た
技
術
を
皆
様
に

還
元
し
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
精
進
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

人工透析
送迎します
人工透析
送迎します
人工透析
送迎します
お問い合わせ

往復
15㎞
程度の地域

宮崎生協病院

詳細はご相談ください。

宮崎県は7月26日に「新型コロナウイルス感染拡大緊急警報」を発令
しました。宮崎医療生協は、病院と診療所では、すべての来院のみなさ
んに問診と検温、手指の消毒を7月27日から再開しました。また、介護
事業所でも利用者のみなさんに検温と手指の消毒を行っています。

3月下旬から5月末まで組合員活動を自粛し、6月から再開しました。
警報に伴い、8月から9月まで再度班会やグラウンドゴルフ、健康チェッ
クや楽しいレクリエーション等も自粛をしました。「コロナに感染しな
い！感染者をださない！」ために10月以降も健康まつりや健康ウォーキ
ング等、一部の行事も中止となりました。 〈宮崎医療生協組織部〉〈宮崎医療生協組織部〉〈宮崎医療生協組織部〉

宮崎医療生協には4万8,215人
の組合員さんがいます。その中で
65歳以上の組合員さんは2万
4,343人（50.5％）です。『with
コロナ』新しい生活様式と猛暑の
中で「高齢者のみなさんはどのよ
うに過ごされているのだろうか」
「熱中症とコロナ感染予防はされ
ているのだろうか」「自粛生活の
中でフレイル予防として体を動か
されているのだろうか」等が心配
になり、高齢者
向けに分かりや
すい12頁のパ
ンフレットを組
織部で制作しま
した。

お役立ちパンフレットを制作

表紙

P
8
（
い
つ
で
も
元
気
民
医
連
よ
り
）

一般家庭のエアコンの電気代は1時間当たり3円（最小）～24円（最大）。最
大で1日使用した場合でも約580円です。仮に熱中症で病院を受診して、血液検
査や点滴の治療が行われた場合、診療費は910円（自己負担1割）～2,730円
（自己負担3割）になります。医療費より電気代の方が安いことが分かります。
65歳未満の現役世代の組合員さん、仕事や家事でお忙しい組合員さん等、パ
ンフレットをご希望の方は、宮崎医療生協本部（宮崎生協病院西側駐車場内）ま
でお立ち寄りください。

エアコンを有効に

被爆者手帳が配布されたのが原爆投下後何十年
後だということを知りました。また日本が核兵器
禁止条約に批准していないことも分かりました。
今は戦争が日本では起きていないので想像できま
せんが、核兵器を所有している国があるので、戦
争はいつでも起こる可能性があることを忘れては
いけないと思います。　　　　　　    （看護師）

原爆は 投下され
た瞬間だけ ではなく、
その後何十年も 人びとを苦しめ
ており、戦争はあってはならないことだと改めて感じま
した。戦争や核兵器はあってはならないし、無くさなけ
ればならないことを学びました。世界中には核兵器をな
くそうと活動されている方々が多数おられることを知り
ました。　　　　　　　　　　　　　　（情報管理科）

核兵器禁止条約に批准、調印している国があ
るにも関わらず、原爆を体験している日本が批
准、調印していないとは恥ずべきものではない
かと思います。日本は被爆して75年が経ち、被
爆者が高齢となっています。今の日本は原爆の
恐ろしさが遠い昔のようになってきています。
まずは日本が核兵器禁止条約に調印して、先頭
に立ち核兵器の恐ろしさを世界に訴えていかな
ければならないと思います。　  （介護福祉士）

P
9
（
い
つ
で
も
元
気
民
医
連
よ
り
）

『おげんきですか』は955人の組合員さんのご協力で約2万軒配布していま
す。配布の仕分け作業では、手配りの組合員さんにもパンフレットを同封し、熱
中症とコロナ感染予防を呼びかけました。
宮崎生協病院近隣の大島町と波島町には、65歳以上の組合員が約940人いら
っしゃいます。組織部はこの2地区で8・9月、65歳以上の組合員宅約700軒を
訪問しパンフレットを配布しました。外気温が30度を超える中、エアコンを使
用されている自宅もあれば、猛暑の中、窓を全開にしてエアコンをつけていない
家、薄着姿で玄関先や軒下で涼を取られている方などの姿を見受けました。また
訪問する中で、雑草が生い茂った空屋や壊れそうな家屋もありました。
コロナ禍での取り組みでしたので、対話はなるべく控えパンフレットは主にポ
ストに投函しましたが、お礼の言葉や生活の様子などを話していただきました。

訪問してわかりました

大島町の組合員宅を訪問大島町の組合員宅を訪問

対話の一部

◎今の所、困ったことはありませんが、
　この先々が不安
◎室内で過ごすことが多くなり、筋力
　が落ちたと感じている
◎体重が増えた
◎テレビ体操で筋力を維持している
◎班会の再開が待ち遠しい　等々

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになった場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる


